
同シーズンに人毎にインプット・アウトプット
・行動が異なるもの。

同シーズンの育成対象に一括で同じイン
プットやアウトプットを求めるもの

複数のスポットコンテンツにまたがりながら
繰り返し似た行動を行い続ける。

１つの完了状態に向かって短期間で
完了を目指す。

【18研修】キーワードの定義　③施策ジャンル _概要

x軸：時

スポット系

ルーティン系

集合系 個人系

Aさん Bさん Cさん Dさん

同シーズンのチームごとにインプット・アウ
トプット・行動が異なるもの。

チーム系

Aさん Bさん Cさん Dさん Aさん Bさん Cさん Dさん

■この資料の目的・意図
・分類の意図
　　└　設計時に、スポット系や集合系のみでプラン設計にならないように明記。

　　　　　　└　習慣化させたいものなどはスポットのみだとフォローしきれないのでルーティン系や個別系も高確率で入ると思う。　　

※MECEな分けなどではない。あくまでも受け手軸での分類。



・全員に「一定の基準以上の状態」を求める。
・どの行為においても必要な要素や他項目の成長のために避けて
通れない水準があるもの。
ex.コミュニケーション・事業理解・マナー・ PCスキル

【18研修】施策での成長の求め方 _簡易分類

絶対基準系

Aさん Bさん

・絶対的な成長ではなく「相対的な成長幅」を重視するもの
・少しでも成長を経験しておくことで長期的・全体的に効果を発揮す
るようなもの。
ex.あんまないかも

伸び幅重視系

・伸びることを期待するが人によってはそのタイミングでは伸びない
可能性のあるものなど
ex.willの明確化・メンタルコントロール

伸びればラッキー系

・達成したい状態重視であり、そのために必要な要素が人によって異なるもの
・達成したい状態から降ろした時に人によってトリガーとなる
要素が異なるものなど
ex.責任感or挑戦心or自己成長意欲　など

効用重視系

Aさん Bさん Aさん Bさん

Aさん Bさん

■この資料の目的・意図



反復練習が必要

深い理解が必要

獲得が容易

スキル ベーススキル

ベース知識
知識

獲得が困難

学習項目の大別と特性 _スキル・知識

■この資料の目的・意図



反復練習が必要

深い理解が必要

獲得が容易

マインド

理解だけでなく
共感が必要

練習が必要

マインド

獲得が困難

学習項目の大別と特性 _マインド

■この資料の目的・意図


